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自己紹介
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藤原  加奈 Fujiwara Kana

株式会社フジワラテクノアート
代表取締役副社長

1978年 岡山市に生まれる
2001年 慶應義塾大学 経済学部 卒業

  大学４年時に父が急逝、専業主婦だった母が社長に。
  大手食品メーカーで営業経験

2005年 フジワラテクノアート入社、取締役就任
2007年 慶應義塾大学大学院 経営管理研究科 修了 【MBA取得】
2009年～ 子ども二人を出産
2015年 取締役副社長 就任

2021年 代表取締役副社長 就任



会社概要

株式会社フジワラテクノアート

代表者 代表取締役社長 藤原 恵子
代表取締役副社長 藤原 加奈

創業 1933年（創業92年目）

総員 165名（2025年4月1日時点）

所在地 岡山市北区富吉

資本金 3,000万円

事業内容   醸造機械/食品機械バイオ関連機器等の設計・
開発・製造・販売・据付及びプラントエンジ

  ニアリング

所属・ ・日本経済団体連合会（経団連）
加盟団体 ・人的資本経営コンソーシアム（岡山本拠の製造業では初入会）

・人を大切にする経営学会
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代表者

創業

総員

所在地

資本金

事業内容

所属・
加盟団体



フジワラテクノアートの仕事｜醤油製造プラント

発 酵

原料処理

圧 搾

製麹中の装置内部

製  麹
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大豆小麦



業界シェア ※フジワラテクノアート独自調査による

日本酒

焼酎

国内の機械製麹能力シェア※

味噌

醤油

80％
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納入実績

‣日本全国の日本酒、焼酎、醤油、味噌等の醸造食品メーカーを中心に約1,500社
‣納豆、甘酒、酵素等の製造設備の納入実績も増加
‣アルファ化米（非常食）や製粉設備など一般食品業界にも展開

‣58年前（1967年）から醸造機器の輸出を開始

‣現地ローカル企業との直接取引、日本企業の海外工場で海外27か国に設備を納入

酒蔵納入実績（一部抜粋）
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国内

海外

広島のお客様



海外実績

‣現地ローカル企業との直接取引、日本企業の海外工場で海外27か国に設備を納入
‣主な輸出先：中国、香港、米国、タイ、ブラジル など
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7

58年前から輸出を始め

これまでに27ヵ国へ輸出
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“多様な個の躍動”を実現する
  人的資本経営とは



当社が考える人的資本経営とは
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一人ひとりの力を最大限に発揮させながら、

中長期の企業価値向上に繋げる



人的資本経営が“多様な個の躍動”を実現する

 ＜当社での定義＞
・専門性（得意を発揮する）

・利他心（思いやる）

・挑戦心（失敗を恐れない）

・貫徹心（最後までやりきる）

・研鑽心（常に成長する）

一人ひとりが育つ

・挑戦の歓迎
・部門を超えた団結
・寛容性のある
助け合いの風土

自律型中核人財 の増加

企業風土深化

多様な個が
躍動する組織に

業務改革
アクション

ボトムアップで
より職場・業務が
良くなるよう
改善行動を起こす

ビジョン浸透
の取組み

経営への

“共感”
の醸成

“内発的 
 動機”

 の最大化

エンゲージメント
の取組み
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フジワラテクノアートの
人的資本経営のキーファクター

“多様性”
 を活かした
組織力

DE&I
の取組み



ビジョン浸透
の取組み

経営への

“共感”
の醸成

“内発的 
 動機”

 の最大化

エンゲージメント
の取組み

フジワラテクノアートの
人的資本経営のキーファクター

“多様性”
 を活かした
組織力

DE&I
の取組み



組織構成  2025年4月1日時点

■障がい者 2名

■外国籍社員 2名（うち1名 管理職）

■博士号取得者 4名

■ITリスキル人材 18名（のべ人数）

年齢構成比率

20％

80％

文系

理系

文理比率 多様な属性の社員

管理

営業

開発

技術

製造

部門構成

15％

11％

7％

42％

25％

女性理工系人材
13名
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採用方法

49％51％

新卒 キャリア

27％

31％
15％

17％

9
      %

10代20代

30代40代

50代

60代以上70歳超
2名勤務



2001年 2015年 2025年（4/1時点）

女性社員数 5名 16名 32名

女性社員比率 5.8％

（5/86）

12.8％

（16/125）

19.4％

（32/165）

係長級女性比率 10％

（2/20）

14.8％

（4/27）

17.2％

（10/58）

役員女性比率 14.2％

（1/7）

33％

（2/6）

50％

（3/6）

出産後継続就業率 ー
（該当なし）

100％

（１/１）

100％

（2/2）

外国籍社員 0 １ 2

障がい者雇用 0 0 １

組織構成の変化

17年間
100％
継続中
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ダイバーシティ推進に数値目標は設けておらず、多様性を押しつけないことで
“納得感のある”組織づくりに繋がっている

各種制度など
社員のニーズを聞き

手厚く整備



「働きやすさ」の実現に向けて
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月平均残業時間

14.6時間
有休平均取得日数

15.3日
有給休暇取得率

88.3％

制度の充実 環境づくりへの投資

ビジョン実現のための
人員体制強化

125名 165名
2015年 2025年4月

DX投資による生産性向上

2018年

紙・Excelでの
業務運用

2025年

21個のシステム・
ツール活用

意識変容・浸透

関係の質を向上させ、

「お互いさま」で助け合う
寛容な風土づくり

約60個の福利厚生制度群

◆わくわく祭り（社員＆家族感謝祭）
◆全社BBQ大会、社員旅行、忘年会
◆メンター制度 etc.

時代の流れに合わせた

管理職・ベテラン層の
意識アップデート

◆社外講師による研修・講習
◆仕事の質を評価する人事制度改定
◆男性育休・ノー残業などの制度化



専門性を発揮して活躍する女性社員

ｺｰﾎﾟﾚｰﾄｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ部/部長

‣働き方改革推進

ｺｰﾎﾟﾚｰﾄｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ部/係長
‣ﾀﾞｲﾊﾞｰｼﾃｨ推進

ｺｰﾎﾟﾚｰﾄｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ部/係長

‣健康経営推進

経営企画室/課長
‣共創パートナー探索

技術部/課長
‣圧力容器設計

プロセス開発部/課長
‣機能性飼料開発

プロセス開発部/係長
‣微生物機能デザイン

技術部/係長
‣機械設計

技術営業部/係長
‣RPA活用推進

荒木さん
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約7割の女性が管理職を目指すコースを選択
（※両コースとも同一の賃金テーブル）

技術営業部/係員
‣一般食品業界対応



女性活躍に向けた取り組みの一例
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Lプロジェクト 人事制度刷新 意識改革研修 ＆ 対話

女性社員を対象に勉強会・
役員との意見交換会を定期開催

等級定義・評価基準の刷新
 量ではなく、質重視の評価へ

マネジメント層への研修を起点に
女性活躍に向けた対話に進展

研修はあくまでキッカケであり、
女性活躍という話題提供から
オープンな議論に繋げる

行動プロセス・情意（意欲/姿勢）
・行動特性を評価軸に組み込み、
仕事の質で評価ができるように

女性同士の横の繋がりづくり
＆

女性目線で働きやすさを考え
経営層へ意見を伝える場に

それまで
残業や出張の対応可否を理由に
男性優位の評価をされやすい

それまで
独自の価値観・無意識の偏見を

内心に抱える男性管理職
それまで 女性人数が少なく、

各部門に女性社員が点在

投影のみ



女性活躍の好循環

活躍の場があれば
能力が発揮できる

マジョリティ（男性）
の意識変容

自由に意見が言える
心理的安全性の高い風土に

相互のリスペクト
の醸成

自己肯定感・
仕事への意欲の高まり

■男性の意識改革（研修等）

■人事評価制度の改定  (量⇨質の評価)

より権限・責任のある
上位等級・役職を目指す

■女性社員発のWLBを支援する
仕組みなどの提案・導入

■女性社員がPJ推進リーダーに
（DX・開発など）

女性活躍の好循環
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【男性⇨女性】承認・期待・応援
【女性⇨男性】感謝・貢献意識



フラットな給与水準

フジワラテクノアートの男女別「平均賃金」比較 ※2024年実績

役員を除いた

全社員の平均賃金を

管理職を除いた

一般社員の平均賃金を

100 86.0103.2

左記対象者の

男性の平均賃金

左記対象者の

女性の平均賃金

93.8101.9

左記対象者の

男性の平均賃金

左記対象者の

女性の平均賃金

100

とすると

とすると
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投影のみ

一般社員の基本給ベースでは、男性に対する女性の平均賃金は100％

投影のみ



多様な個性＝“強み” をどう活かすか
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強みの掘り下げ

強みの多様性

気配り上手
創造性

分析力
フットワーク

探求心

ムードメーカー
正確性

“強み”が広がることで、「自己肯定感」「誇り」「余裕」が醸成される

 組織のケイパビリティが高まる



ビジョン浸透
の取組み

経営への

“共感”
の醸成

“内発的 
 動機”

 の最大化

エンゲージメント
の取組み

フジワラテクノアートの
人的資本経営のキーファクター

“多様性”
 を活かした
組織力

DE&I
の取組み



縮小する国内の醸造市場（2017年当時）
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日本酒出荷数量【千KL】

味噌出荷数量【千KL】

国内需要は人口減等の影響により停滞または減少傾向

【Source:国税庁、しょうゆ情報センター、全味工連】

焼酎販売数量【千KL】

醤油出荷数量【千KL】

国内市場の縮小に
対する危機感や不安
が社内に蔓延・・・



フジワラテクノアートの技術を再定義

フジワラテクノアートの技術

微生物のチカラを高度に利用するものづくり
微生物が狙い通りに有価物生産する培養条件管理（原料の状態、温度管理、湿度管理など）を
自動化・機械化・プラント設備化する技術。食品などの再現性・生産性良い生産が実現する。

バイオプロセス ものづくり
製缶溶接 機械加工 仕上組立 据 付

機械設計 電気制御プ ラ ン ト
エ ン ジ

微生物培養醸 造 工 学
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醸造を原点に、世界で微生物インダストリーを共創

醸 造食 糧

飼 料 エネルギー バイオ素材

微生物のチカラを高度に利用する

ものづくり（＝微生物インダストリー）を

多様なパートナと共創し

新たな市場や産業を創出する

心豊かな循環型社会に貢献

2050年ビジョン
開発ビジョン2050
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未来技術
革新
委員会

業務革新
委員会

人財育成
委員会

技術イノベーション 働き方・ダイバーシティ
・エンゲージメント

‣健康経営
‣働き方改革
‣BCP・BCM
‣ブランディング
‣採用活動刷新 など

人財育成

‣人事評価の運用
‣階層別研修計画
‣個人別5か年計画
‣Off-JTの企画
（ﾌｼﾞﾜﾗものづくり塾）etc.

創造的業務・未来志向

DX推進
委員会

DX

‣ITツール、システム導入
-基幹となる生産管理システ
 ムをはじめ、3年で21のシ
ステム・ツールを導入

‣新システムの定着推進
‣情報セキュリティ強化 など

‣機能性飼料
‣粉体殺菌
‣AIシステム
‣固体培養展開
‣予知保全
‣微生物機能ﾃﾞｻﾞｲﾝ 等16テーマ

ビジョン推進体制と取り組み
24



人的資本経営の推進体制
25

役員会

未来技術開

発委員会

人財育成

委員会

DX推進委

員会

業務革新

委員会
HRチーム

評価・育成働き方・ダイバーシティ
・エンゲージメント

戦略実行・現場との
リレーション

技術イノベーション

DX

採用・教育/研修・広報
制度づくり・組織開発 etc.



ビジョン浸透
の取組み

経営への

“共感”
の醸成

“内発的 
 動機”

 の最大化

エンゲージメント
の取組み
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フジワラテクノアートの
人的資本経営のキーファクター

“多様性”
 を活かした
組織力

DE&I
の取組み



仕事の「成果」を “実感” する食堂

当社の設備でつくられた日本酒や焼酎をディスプレイ

お客様の醤油や味噌を使ったランチを提供
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エンゲージメントを高める取り組み｜案件紹介

各案件の背景や
お客様からの期待を全社共有

顧客の事業情報、設備に対する期待
案件受注にいたる経緯
案件で採用した新技術、挑戦 など

ビジョン実現に向けた
自社の取り組みを全社共有

開発プロジェクトの進捗
各部での新しい取り組み など

「感性」を育み
仕事への誇りや
やりがいを高める

ビジョン理解を
深める

28

挑戦マインドの醸成



ビジョンに向けた各部のあるべき姿の整理

喜びと感動の価値を提案する

喜びと感動の価値をデザインする

喜びと感動の価値をカタチにする

喜びと感動の価値を創造する

喜びと感動の価値を生み出す環境をつくる
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個人別5か年ビジョン設定

➢ 個人別に5年後のビジョン（＝各人の担うべき役割）とそこに至るまでの成長計画を作成する

➢ シートを活用し、各個人と上長が将来ビジョンを共有する

➢ 作成した成長計画に基づき、ビジョンをもって資格取得や実務経験蓄積を進める

個人別5か年ビジョンイメージ

will  – can  - must
やりたいこと できること すべきこと
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1-3月 4-6月 7-9月 10-12月

資格等
・CAD/CAMの知識

・PT,RTレベル2

・PT,RTレベル2 ・IWE(国際溶接技術者)

・機械保全技能士

実務

・圧力容器の品質管理

・検査を通じて製品

　ごとの要求品質を

　把握する。

・圧力容器の品質管理

・一圧許可拡大

・圧力容器の品質管理

・技術力の底上げ

・導入済CAD/CAMの

　有効活用検討

・技術力の底上げ

・部内課題解決に向けたアプローチ

・手順書、要領書などの技術文書の作成

・社外との技術交流

・部内課題解決に向けたアプローチ

・手順書、要領書などの技術文書の作成

・コスト/納期/品質を踏まえた最適運営

・生産性や付加価値製品のための生産設備

　の検討・導入

・製造部で必要な技術を体系的に

　習得する仕組み構築

・フジワラテクノアート製造全体の

　技術力の底上げに貢献する人材。

氏名

WES特級

放射線透過試験(RT1)

玉掛技能講習

床上操作式ｸﾚｰﾝ技能講

習

ﾌｫｰｸﾘﾌﾄ運転技能講習

危険物取扱者乙種4類

2021年12月現在

保有資格

2022年
2年後 3年後 5年後



個人別5か年ビジョンマップ

目指すのは・・・

目指すのは・・・ ひとり一人がその特性に応じた専門性を持つ、スペシャリスト集団

微生物機能デザインの
スペシャリスト

解析（強度・熱・流体）の
スペシャリスト

マーケティングの
スペシャリスト

プラント施工の
スペシャリスト

経営戦略の
スペシャリスト

大型制御システムの
スペシャリスト

貿易実務の
スペシャリスト3Dモデリングの

スペシャリスト
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投影のみ

投影のみ



エンゲージメントを高めるマネジメントの在り方

‣組織が変化（人財の多様化、若手の増加）する中で、組織の「エンゲージメント」
を高めるマネジメントの在り方を考える研修、ワークショップを開催

‣見出した内容をマネジメントウェイとして明文化しマネジメントの指針に。

マネジメントウェイブックとして冊子化し配布

32



フジワラウェイ（行動指針）の策定
33

誰もが経験・遭遇したことのある
身近なOK行動・NG行動を共有

ポケットサイズの冊子で
全社員に配布



エンゲージメント向上の取組み｜サーベイツールの活用
34

性別、年齢別、部門別の
分析結果を全社員にフィードバック

フィードバックと同時に会社に対する
要望や業務上の困りごとなどを

個別にヒアリング

サーベイ結果とヒアリング結果を
踏まえて、強みの強化、課題の改善

のための施策を検討・実施

エンゲージメントサーベイ

Point 

01
可視化で
満足しない

・丁寧にフィードバック・聞き取り

・愚直に改善アクション

回答協力してくれた社員に報いる

トップダウン解決に
こだわらない

業務遂行 人事評価 人財育成

人財配置 仕事環境 企業文化

主要
項目

Point 

02
Point 

03
・制度改定などは経営・人事で検討

・部署間連携や業務ツールへの不満などは
現場サイドで改善PJを立ち上げ

経営層の
積極的な参加

・エンゲージメント⇔経営は一体不可分

・管理部門に任せっぱなしにせず
経営と一体の取組みとして実施



人的資本投資による
企業価値向上



採用環境等の改善状況（2018年～）
36

2020年～

電気制御設計（IoT）

岡山大学大学院
電子情報システム工学専攻

⇩

大手機械メーカー

2019年～

機械設計

九州大学大学院
生命機能科学専攻

⇩
大手酒類

・酵素メーカー

九州大学大学院
生命機能科学専攻

⇩
総合香料メーカー

2021年～

プロセス開発
（微生物ゲノム編集）

九州大学大学院
システム生命科学専攻

⇩
大手飲料メーカー

2022年～

プロセス開発
（新規事業開発）

採 用 定 着

大手勤務経験のある高度人材の採用増加

量 的 変 化 質 的 変 化

入社3年以内 定着率

（2019～2021年 全ての入社者）

直近3年平均

96.7％

自発的離職率

直近5年平均

2.28％

※新卒・キャリア採用問わず
（2019～2023年）

・企業ブランディングの見直し
・テレビCM制作（認知向上）
・地元メディアへの露出増加
・親世代含む口コミ評価の向上
・リファラル採用（キャリア採用）

要因

他複数

キャリア採用応募者数

年間 798名(2024年実績)

年間の平均キャリア採用人数５名

（直近1年の採用倍率は100倍超）

※新卒の3年以内定着率

5年間100％を継続



デジタル人財増加

※IT系資格試験取得または学習中、システム設定・RPAなど実践者

2018年 2024年

1人   のべ 18人

DXの取組みの急進

自律型中核人財 の増加

越
境
学
習

アジャイルな
委員会運営

DX ×

3年で21個のITツール・システム導入・活用を通じて・・・
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日本DX大賞、DXセレクショングランプリ受賞

日本DX大賞 中小規模法人部門大賞受賞

‣伝統的な醸造技術から新分野に挑戦し
経営戦略とDX推進が連動している

‣全社で自社で実施

‣3年間で21システム導入のスピード感

DXセレクション グランプリ受賞

ビジョンに向けて全社でDXに取り組み、

仕組みづくり、人材育成、デジタル環境

整備等の「デジタルガバナンス・コー

ド」（経済産業省）が求めている進め方

に沿ったDX推進ができている

ビジョン実現の手段として取り組んでいるDXを評価いただきました

38



開発テーマ

醸 造食 糧

飼 料
エネルギー

バイオ素材

15テーマ推進中

既存装置改良

ICT

品温
シミュレーション

固体培養展開

機能性飼料

予知保全

新蒸煮システム

粉体殺菌

植物性タンパク

微生物機能
デザイン

製麹自動制御

既存事業の競争力強化

新事業モデルへの挑戦

微生物農薬

自動芋選別

米の評価

液体培養
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フランス・ベルギー
4040



共創パートナー

酵素
代替タンパク

食品
飼料

微生物農薬

共創状況

17件
機能性素材

（海外含む）

41

バイオ燃料

センシング



海外で人気の日本食
4242

グローバルへの広がり




	スライド 1
	スライド 2: 自己紹介
	スライド 3: 会社概要
	スライド 4: フジワラテクノアートの仕事｜醤油製造プラント
	スライド 5: 業界シェア
	スライド 6: 納入実績
	スライド 7: 海外実績
	スライド 8
	スライド 9: 当社が考える人的資本経営とは
	スライド 10: 人的資本経営が“多様な個の躍動”を実現する
	スライド 11
	スライド 12: 組織構成  2025年4月1日時点
	スライド 13: 組織構成の変化
	スライド 14: 「働きやすさ」の実現に向けて
	スライド 15: 専門性を発揮して活躍する女性社員
	スライド 16: 女性活躍に向けた取り組みの一例
	スライド 17: 女性活躍の好循環
	スライド 18: フラットな給与水準
	スライド 19: 多様な個性＝“強み” をどう活かすか
	スライド 20
	スライド 21: 縮小する国内の醸造市場（2017年当時）
	スライド 22: フジワラテクノアートの技術を再定義
	スライド 23: 2050年ビジョン
	スライド 24: ビジョン推進体制と取り組み
	スライド 25: 人的資本経営の推進体制
	スライド 26
	スライド 27: 仕事の「成果」を “実感” する食堂
	スライド 28: エンゲージメントを高める取り組み｜案件紹介
	スライド 29: ビジョンに向けた各部のあるべき姿の整理
	スライド 30: 個人別5か年ビジョン設定
	スライド 31: 個人別5か年ビジョンマップ
	スライド 32: エンゲージメントを高めるマネジメントの在り方
	スライド 33: フジワラウェイ（行動指針）の策定
	スライド 34: エンゲージメント向上の取組み｜サーベイツールの活用
	スライド 35
	スライド 36: 採用環境等の改善状況（2018年～）
	スライド 37: DXの取組みの急進
	スライド 38: 日本DX大賞、DXセレクショングランプリ受賞
	スライド 39: 開発テーマ
	スライド 40: フランス・ベルギー
	スライド 41: 共創パートナー
	スライド 42: 海外で人気の日本食
	スライド 43

